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アジア研究センターは2019年度において、以下二つのシンポジウムを開催した。
まず、2019年９月27日に東京・銀座ブロッサムにおいて、産経新聞社・月刊「正論」と「米中対決の

今後を予測」を共催の形でおこなった。こちらにはセンター長の大野旭（楊海英）の他、麗澤大学特別
教授・古森義久氏と産経新聞論説委員・阿比留瑠比氏がパネラーとして登壇した。およそ500人以上の聴
衆を前に、米中対立の歴史と現状について分析し、今後の展望について議論しあった。
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アジア研究センターは2020年２月29日に静岡新聞・静岡放送の後援を得て、静岡市葵区サルナートホー
ルにて「アジア海洋シンポジウム―アラル海とサクラエビ」と題するシンポジウムを開催する予定であっ
た。その後、コロナウイルス（武漢肺炎）の騒動により、中止となった。


